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噴火時等の具体的で
実践的な避難計画策定の手引き

     (第2版)
(4) 噴火警戒レベル4の場合 第3章 噴火時等の対応(緊急フェーズ) 

(5) 噴火警戒レヘル゙5の場合 第3章 噴火時等の対応(緊急フェース)゙

市町村は、（略）。協議会や合同会議(気象庁、 火山専門家、都道府県、
地方整備局等)での協議や助言を踏まえ、高齢者等避難を発令する地域を
決定することも重要である。

市町村は、（略）。なお、火山の活動状況に応じて、協議会 や合同会議
(気象庁、火山専門家、都道府県、地方整備局等)での協議・助言を踏ま
え、 地域(避難対象地域)を決定することも重要である。



十和田火山の想定噴火

VEI 2

VEI 4

VEI 5

中規模な噴火

大規模な噴火

非常に大規模な噴火

十和田の小規模噴火

十和田の中規模噴火

十和田の大規模噴火



十和田火山災害想定影響範囲図

十和田の小規模噴火

十和田の中規模噴火

十和田の大規模噴火
火山泥流（大）

中規模もほぼ同様

十和田火山災害想定影響範囲図
（平成30年1月24日；十和田火

山防災協議会）



噴火警戒レベル5での避難人口

十和田の小規模噴火

十和田の中規模噴火

十和田の大規模噴火

約340人+観光客

約10万人？

20万人？30万人？

主なハザード

噴石 津波 サージ

火砕流 火山泥流

火砕流 火山泥流

十和田カルデラ内部

小坂町，鹿角市，田子町の全部，大館市，北秋
田市，能代市，弘前市，八戸市の一部など

小坂町，鹿角市，田子町の全部，大館市，北秋
田市，能代市，弘前市，八戸市の一部など

噴火警戒レベル5-1

噴火警戒レベル5-2

噴火警戒レベル5-3

防災計画は今後検討

防災計画は今後検討



大規模噴火の火砕流のハザードマップ

黒石市役所

平川市役所

小坂町役場

大鰐町役場

大館市役所

鹿角市役所

田子町役場

新郷村役場

三戸町役場

十和田市役所
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火砕流の影響範囲は3県に
またがる

火砕流の影響範囲の避難者
（ 20万人？30万人？）

火山泥流からの避難者
（八戸市，弘前市，能代市

などの一部）

＋

十和田火山災害想定影響範囲図（平成30
年1月24日；十和田火山防災協議会）



噴火警戒レベル5-1

噴火警戒レベル5-2

噴火警戒レベル5-3

噴火警戒レベル5内の
切り替えは大きな課題

気象庁Webページより



噴火予知の現状（のたぶん共通見解）

a いつから
b どこから
c どのくらいの
d どのような
e いつまで

可能

むずかしい



不確実な状況下でも火山専門家の助言は必要。

どのようなツール，制度，方策があれば助言に役立つの
か？



自治体の首長とある火山学者の会話

K:これから先，この地域はかなり危険なのでしょうか？

V:どうでしょう。噴火の推移によっては危険かもしれま
せんし，そうでもないかもしれません。

K:どっちなんでしょうか？

V:わかりません。

K: もう聞くのはやめた。聞く
だけ無駄だなあ。



お聞きしたいこと

火山専門家の助言のために必要な
方策は？ー特に大規模噴火の可能
性のある火山の場合

どのような制度が
考えられるか？どんな研究活動が必要か

どのようなツール
が必要か

開発の状況は？

進展および今後
の研究計画は？ 今後検討する可能

性のある制度は？

噴火警戒レベル5の中
の切り替えの基準はで

きるのか？



以上
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